
《日建連表彰2022 第3回土木賞受賞プロジェクト・構造物》　一般国道40号 音威子府村 音中トンネル工事／千本ダム耐震補強改修プロジェクト／相鉄東急直通
線 新横浜駅地下鉄交差部土木工事／高尾川地下河川整備事業／東京港臨港道路南北線沈埋函（4号函・5号函・6号函）製作・築造等工事／東京メトロ銀
座線渋谷駅移設工事／東北自動車道  十和田管内高速道路リニューアル工事／発電所水圧鉄管路のTBMによる斜坑掘削プロジェクト（神流川発電所）／阪神
高速12号守口線床版更新工事／山須原発電所ダム通砂対策工事／【特別賞】史跡鳥取城跡擬宝珠橋復元工事／【特別賞】浜松市沿岸域津波対策施設等
整備事業　浜松防潮堤建設工事

土木賞は、募集の前年末までに概ね竣工した土木分野のプロジェクト・構造物を対象に、事業企画、計画・設計、施工、及び維持管理などに
関する総合評価により選考を行います。選考に当たり、特に、施工プロセスの視点（施工プロセスの改善、良質な社会資本の効率的創出、土木
技術の発展・伝承など）を重視しています。

　
鳥
取
市
の
歴
史
の
原
点
と
も
い
え
る

鳥
取
城
の
復
元
は
、市
民
に
と
っ
て
の
悲

願
で
あ
り
続
け
た
。そ
こ
で
鳥
取
市
は

二
〇
〇
五
年
に
鳥
取
城
跡
の
保
存
整
備

計
画
を
策
定
し
、三
段
階
、三
〇
年
に
わ

た
る
整
備
計
画
を
定
め
た
。擬
宝
珠
橋
復

元
工
事
は
、計
画
の
第
一
段
階
で
あ
る
大

手
登
城
路
整
備
の
始
め
の
一
歩
で
あ
る
。

　
擬
宝
珠
橋
は
、以
前
の
形
状
に
関
す

る
資
料
は
二
枚
の
古
写
真
と
絵
図
だ
け

で
あ
っ
た
が
、鳥
取
市
の
発
掘
調
査
で
発

見
さ
れ
た
多
数
の
橋
脚
遺
構
に
よ
っ
て

重
要
な
情
報
を
得
た
。ま
た
、擬
宝
珠
橋

の
名
前
の
由
来
に
も
な
っ
て
い
る
擬
宝
珠

は
、現
物
が
保
管
さ
れ
て
い
た
。復
元
に

当
た
っ
て
は
、遺
構
の
完
全
保
全
と
取
得

情
報
に
よ
る
橋
梁
の
再
現
が
求
め
ら
れ

た
。

　
橋
脚
を
設
置
す
る
場
所
が
遺
構
と
同

一
線
上
に
あ
る
た
め
、遺
構
す
べ
て
の
完

全
保
存
に
当
た
っ
て
は
、既
設
橋
梁
の
基

礎
を
再
利
用
し
、そ
の
上
に
ス
テ
ン
レ
ス

製
の
水
中
梁
、更
に
そ
の
上
に
木
橋
を
復

元
す
る
と
い
う
新
旧
混
合
構
造
を
採
用

し
た
。こ
の
水
中
梁
の
採
用
で
、遺
構
と

干
渉
し
な
い
形
状
と
し
、耐
久
性
も
確
保

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
擬
宝
珠
橋
の
忠
実
な
再
現
に
つ
い
て

は
、写
真
の
形
状
解
析
に
よ
り
、木
橋
の

各
部
材
の
寸
法
と
ア
ー
チ
形
状
を
正
確

に
推
定
し
、擬
宝
珠
の
材
料
に
は
伝
統
的

な
煮
黒
目
仕
上
げ
を
用
い
た
。橋
梁
の
構

造
材
と
し
て
、橋
脚
に
は
遺
構
と
同
じ
ク

リ
を
採
用
し
、床
版
も
同
じ
ク
リ
、そ
の

他
の
部
材
に
は
ヒ
ノ
キ
を
採
用
し
た
。

　
本
工
事
の
最
大
の
特
徴
は
水
中
梁
と

木
橋
を
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
構
造
と
し
、橋
脚

遺
構
の
完
全
保
存
と
木
造
橋
梁
の
復
元

を
実
現
し
た
こ
と
で
あ
る
。ま
た
、木
橋

部
で
は
、鉋
仕
上
げ
、台
持
ち
継
ぎ
に
よ

る
接
続
、擬
宝
珠
の
表
面
仕
上
げ
な
ど
の

技
術
を
継
承
し
つ
つ
、現
代
的
な
解
析
技

術
と
工
法
を
駆
使
す
る
こ
と
で
、歴
史
的

構
造
物
と
し
て
の
価
値
と
耐
震
性
を
有

す
る
現
代
的
な
社
会
イ
ン
フ
ラ
を
実
現

さ
せ
て
い
る
。

　
本
工
事
は
、歴
史
的
構
造
物
の
完
全

保
存
と
耐
久
性
向
上
を
両
立
す
る
と
と

も
に「
モ
ノ
づ
く
り
の
原
点
」と
し
て
、

施
工
プ
ロ
セ
ス
を
支
え
る
技
能
者
の
伝

統
技
能
を
生
か
し
、技
術
の
伝
承
に
貢
献

し
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
、日
建
連
表
彰
土

木
賞
特
別
賞
に
値
す
る
も
の
と
認
め
ら

れ
た
。

受
賞
理
由

史跡鳥取城跡擬宝珠橋復元工事　概要
● 所　在　地　鳥取県鳥取市東町2丁目地内
● 施設管理者　鳥取市教育委員会事務局文化財課
● 設　計　者　㈱文化財保存計画協会、
 大日本コンサルタント㈱
● 施　工　者　戸田建設㈱
● 関　係　者　NPO法人小田原鋳物研究所、
 ㈲渡辺梵鐘、㈱いちい、
 日鉄ステンレス㈱、㈱楢崎製作所、
 ㈲川本造園、
 ㈱大昌エンジニアリング、
 ㈱モクラボ、平山工務店
● 着　工　日　2016年12月20日
● 竣　工　日　2019年3月29日

1. 擬宝珠橋の3次元図
2. 発掘調査時に確認された橋脚の遺構
3. 木橋と水中梁の接合部
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詳細や他の写真などは
左記の二次元コードから
Webページに
アクセスしてご覧ください。

1

史
跡
鳥
取
城
跡
擬ぎ

ぼ

し

宝
珠
橋
復
元
工
事
　

特
別
賞

特別賞とは

選考の総合評価の結果
によらず、施工プロセス
を支えた活動や技術開
発など、固有の課題に
対する取組み、いわば
施工プロセスにおいて
「何かキラリと光る取組
み」で特に優れた案件
を特別賞として表彰す
ることとしています。
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